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Two Scrooges or One? 

Christmas Carolにおける二人のディケンズ

山 本 史 郎

Edmund Wilsonは有名なエッセーの中で，ディケンズの二重性格 (split

personality)を改心する前の Scroogeとその後の Scrooge，つまり二人の

Scrooge にたとえたo 幼年期にうけたシ ョックが癒しがたい心の傷となり，

それが原因でディケンズの情緒は終生，44mmePPな状熊と Hh加 ious"ん
状態の両極端に振れつづ、けるととになるが，彼の生活のよならず作品，一

登場人物の造形をつらぬいているのがこ の二重性である とするのが~ Wilson 
の論旨である。 ζれはもち論，Chr'istmas Corolという 作品自体を評価し

ているのではなし、。むしろ，ディケンズの人物，作品を記述するためのひと

つの象徴として利用している。あるいはその分析を通じて回ってきたひとつ

の結品としてとりあげているのにすぎない0・それ故， Wilsonは幕が下りた
あとの Scroogeを想像していう。

Unquestionably he would relapse when the meriment was over-

1f not while it was still going on-into moroseness，vindictiveness， 

suspicion. He would， that is to say， reveal himself as the victim of 

a man町一depmivecycle，and a very uncomfortable person? 

?のような思いをめぐらせる Wilsonの自に映っているのはおそらく， Sc-

roogeの化粧着とナイトキャ ッフ。を被ったディケンズであろう乙ム疑う余

地がなし、。ここではすでに，Lifeが Workの方にずれ込んでいるA いかに

も， Wilsonは ChristmasCarol ~神話として用いているのであふ
それでは， Christmascarol の に，~) の何が神話化を拍き出す要素とアよって
いるのだろうかo 言うまでもなく ， 陰険で苔笛漢の Scroogeから気前のよ
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い好々爺 Scroogeへの変貌である。更に一般化する と， 悪人から善人への

突然の変化，つまり人間性の極端な変化などといえようか。

と乙ろが乙乙 iζ，Scrooge ~r関する Chesterton の逆説的な評言がある。

Scrooge is not really inhuman at the beginning any more than he is 

at the end. There is a heartiness in his inhospitable sentiments that 

is akin to humour and therefore to humanity: he is only a crusty 

old bachelor， and had (I strongly suspect) given away turkeys sec-

retly all his life. 

むろん乙の Chesterton流の奇矯な表現をそのまま鵜呑みにする者は，ま

ずいるまい。実際，乙乙iζ引用した箇所の前後でその逆説性をやわらげるた

め， 彼は作品全体を通して流れる作者ディケンズの humanityをあげて，

用語的という意味での文体の一貫性を指摘するのであるO そして，乙のよう

にして導かれる Chestertonの結論は次の如くである。

The beauty and the real blessing of the story... lie in the great 

furnace of real happiness that glows through Sα吋?andeverything 
around him ; that great furnace， the heart Dickens. 

以上のように， ChestertonのCarol評を詳しくみて判明するのは，Scrooge 

が不変である という逆説は，乙の鬼面人を驚ろかす表現によって読者の度胆

を抜き，次に言わんとする乙とを強調しようとする， レトリック的要素の濃

い逆説であるという乙とだ。しかし，Scroogeは一人か，それとも二人かと

いう命題は， より深い怠味でのパラドックスを合意しているように思われ

るo

2 

Chestertonの命題，Scroogeが不変である という言い方-が奇矯で逆説的

にき乙えるという事実がまさしく示しているように，Carolは一見したと乙

ろ，対照と変化の世界である。では一体，何が対照され，何が変化している

のか。
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[aJ Scroogeが変わるO

悪人 Scroogeが善人 Scrooge~r変化する乙 と は ， Stave 1と Stave5 ~ζ 

描かれる Scroogeの姿の対照によって示されるoStave 1で Scroogeは，

彼の甥が申 し出たクリスマスディ ナーへの出席を拒絶し，義損金を集めてま

わる篤志家に罵声をあびせ，彼の下で働く事務員に惜しみ惜しみの休暇を一

日だけ与えるO これら三つの場面によって Scroogeの苔畜ぶり，依伯地な

性格が提示される。 Stave5では，乙れら三項が完全な逆転をみる。事務員に

特大七面鳥を贈り，篤志家に夢のような寄付を申し出，甥の家にいそいそと

出向く Scroogeの姿が描かれるのである。 “closure"の仕上がりは完壁で

ある といわねばなるまい。

乙れら二つの Staveの聞にはさまれているのは，かつて Scroogeと共同

で会社を経営していた Marleyの亡霊の出現，彼が行なう三人の精霊に関

する予言，そしてそれにつづく ，過去，現在，未来のクリスマスの精霊の出

現であるO 乙れら三人(?)の精霊によって，Scroogeは過現未三時における

クリスマスの自分の姿を垣間見せられる乙ととなるO かつて同僚であった

Marleyの亡霊は，みじめな姿で金庫や台帳を繋いだ長い鎖を，足にひきず

っているO そして自分のようになりたくなければ，三人の精霊に会わねばな

らぬと警告する。ある意味で，Scroogeのアイ デンティティ はMarleyのそ

れに重なり合っている。 “Thefirm was known as Scrooge and Marley. 

Sometimes people new to the business called Scrooge Scrooge， and 

sometimes Marley， but he answered to both names : it was all the 

same to him." (46)また，Marleyはク リスマスの日に臨終したという乙

とになっているが，Scrooge ~r予定された最期の日もク リスマスの日 ではな

し、カ〉/

さて， Mar-ley的自己から抜け出るための，具体的手段を提供するのが三

人の精霊の役割であるO 過去のク リスマスの精霊は Scroogeを， 世俗的価

値観にけがれる前の清浄無垢の自己をもっていた少年時代につれ戻し，現在

の彼に，少年 Scroogeのク リスマスを再体験させるO “During the whole 

of this time， Scrooge had acted like a man out of his wits. His heart 

and soul were in the scene， and with his former self." (78)また乙れ

が描かれる Stave2で、は， Scroogeが徐々に苔喬漢になっていった過程が

いくつかの場面で示されるO すなわち， テーマに relevantな限りでの主人

公の過去を読者に知 らせるという， 小説的機能を担っているのであるo次
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に，現在のクリ スマスの精霊の役割は，Scroogeの周囲の人間の自に彼がど

のように映っているかを，彼らの会話を通して， 主人公と読者に知覚させる

乙とにある。しかし， 無垢のクリスマスを再体験した Scroogeにはもはや

後退はありえず，彼は甥や事務員の家族の自に映っている醜い自己の姿にも

かかわらず，彼らの団築lζ我を忘れてとけ込んでしまう。最後に第三の精霊

は彼 ~r ， 予定されている自らの死の場面に立ち合わせるという役割をもっO

と乙ろで，物語の論理としては，Scroogeが過去現在未来を訪ねる間，徐々

に改心の徴を増してゆく乙とが望ましい。乙の要求は如何にみたされるか?

乙れは，Scroogeが対面させられる三時の “現実" ~ζ対する彼の振舞いとし

ては，明示的lζ示されない。その意味で、は，彼が少年の臼己に同化する，乙

の時点ですでに，改心は完了しているのである。むしろ異るのは，彼が精霊

に対して示す態度であるO 最初の精霊が予定された時刻にあらわれないと早

合点した Scroogeは，言う。 “'Thehour itself，' said Scrooge， trium-

phantly， 'and nothing else ! ，，， (67)第二の精霊に対しては，“hewished 

to challenge the Spirit on the moment of its appearance， and did not 

wish to be taken by surprise and made nervous." (85)そして最後の精

霊の出現を，彼は既に事実としてうけとめている。“Scroogelooked about 

him for the Ghost， and saw it not. As the last stroke ceased to vibrate， 

he remembered the prediction of old Jacob Marley， and lifting up his 

eyes， beheld a solemn Phantom， coming，...， towards him." (109)乙れ

らは彼が精霊の存在と役割に対して抱く信用度の指標であるといえる。主と

して乙のような指標によって，Scroogeの変化の漸次性は暗示的に示されて

いるのである。 乙うした段.階的様態を経て Scroogeは， 先ほど述べたよ う

な Marleyという， いわばメト ニミカノレな自己像を捨てて， それとは全く

対照的な， ありうる形での円己， つまりメタフォリカノレな自己像を選択す

るので、あるo Cc:rolの冒頭で “dωasa door-nail"か "dωasi〉comn-
nail"かで，後者のメタフォリカノレな思考法を支持したがる語り手が， こ乙

でも主人公のメタフォリカノレな論理の選択を称揚する とい うわけだ。乙のよ

うにして，ありえないほど頑迷問随の老人が，中間的段階，すなわち自己の

生あるいは自己そのものを相対化する体験を経て， (乙れは多分に “解釈"を

まじえた言い方だが)，一夜にして好々爺に変身 する，乙れが 乙の物語の

sequenceをほ成する。 乙の sequenceがそのまま意味するのは，Scrooge 

のような凝り固まった恵人が，然るべき体験を経れば改心して善人になる，

とでも要約 できょう か。 . 
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on Hoffer' s alcoholics: an 'opening up'...... This is important because 

we might otherwise fall into the error of supposing that what is 

wrong with Scrooge is the force of his wzJI drive， and that what he 

needs to put him right is the equivalent of a psychedelic trip. It is 

not will that is the trouble; it is the way that he has allowed his 

imagination to go dead."6) 

引用自体が十分自らを説明していて，乙の上言葉を賛する必要もあるまいが，

ひとつだけ注釈しておくと，44P.E.9Fとは，アメリカの心理学者 A.Maslow

が提唱した，健康者のための心理学に必須である概念，“PeakExperience" 

の略である。人聞に本来そなわっているべき “self-actualiza tion"への欲

求が満たされたとき，P. E.が生ずる。そしてその瞬間，今まで単調で抑

圧的だった現実が，全く異なった意味を帯び，光り輝いて見えてくる，とい

ったと乙ろが Maslow の考え方である。 それでは，P. E.と質的に同じ経

験した Scroogeの視界にとび込んでくる世界は異っているか。

然り。 Stave1で，子供が聖歌を歌うために Scroogeのドアの前に立った

時の Scroogeの反応は，“Scroogeseized the ruler with such energy of 

action， that the singer fled in terror， leaving the keyhole to the fog 

and even more congenial frost." (53)しかるに，Stave 5で窓から自にと

めた少年にかける彼の言葉は，“Anin telligen t boy!"，“A remarkable boy!'う

“what a delightful boy!" (128-9)0 Scroogeの態度，言葉ばかりではない。

Scroogeを包み込む大気，天候そのものが完全にかわる。 Stave1では不愉

快なほどの寒さ と霧の描写がリフ レー ンのようにくりかえされる。 たとえ

ば，“Foggieryet and colder! Piercing， searching， biting cold." (52)と

乙ろがStave5にはいる と， 寒さそのものの意味がちがってくる。 “Nofog， 

no mist; clear， brz'ght， jovial， stiアrz.ngcold;μρing blood to dance 

to; Golden sunlight; Heavenly sky; sweet fresh air; merry bells. Oh， 

glorious. Glorious!" (強調筆者) (128)明らかに，同ーのものに対して

Scrooge が，別な意味を読みとっているのである。 もっ と巨視的レベルに

目を転じよう。 ディケンズの小説にあってはおよそ外界にあるもの〈特に，

家や風景や天候)は，必ずといってよいほど人間の心理とメトニミカノレな関

係、にある。それゆえ，一方は他方を合意するのである。つまり，外界は精神

の extensionであり，同時に精神が産出するものであるO ということはとり
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もなおさず， 寒さの窓味の変化lζScroogeの心の変化を解読しながら，

Scroogeの心の変化乙そが，冬の雲を払い，日光のかがやきを回復したとも

いえるのである。

(cJ文体が変わる

乙乙に“文体"というのは厳密に言語学的な窓味でのそれを指示しない。

むしろ，語り手の語る態度，あるいは語り手と主人公の聞の距離とでもいえ

ば，より正確であろうか。 Stave1で執助なほど印象付けられるのが語り手

“1 "の存在である。“Mind!1 don't mean to say...."“Scrooge and he 

were partners for 1 don't hnow how many years." etc. (45)直接一人称

が表現されなくとも，たえば次のような文章では判断を下している人物とし

て，語り手の存在が意識づ、けられる。 “Now，it is a jact， that there was 

nothing. .. ." (強調筆者)(54)また語り手が読者に呼び、かける例もひいてお

乙う。“Youmay talk vaguely about..." (55) 乙うした 書き方が-もたら

すのは，主人公に対する読者の意識の“臭化"効果である。と乙ろが， Stave 

2， Stave 3と物語が進行してゆくにつれて， 乙の語り手のコメントが徐々

に減り，その存在感は次第に稀薄になる。そして最後の Stave5の冒頭は，

跳びはねるようなリズムで，次のように語られるO

Yes! and the bedpost was his own. The bed was his own. Best and 

happiest of all， the Time before him ¥vas his own， to make amends 

in! (127) 

乙の Stave5 ~cj?1Jって，主人公， 語り手，そして読者の視点は完全に一致

するのであるO 前1Yrjで述べておいたように， Scrooge ~L見える世界が変化す

るということは，彼が変わるがjの自己と変わった後の白己の双方をながめる

二重の視点をもちうる佐佐，つまり認識の高所にまいあがったということに

ほかならなし、。 Scroogeのメトニミカノレ・イメージである Marleyは云う。

“My spirit never walked beyond our counting-house mark me ! 

in life my spirit never rovcd beyond the narrow lilnits of our 

money圃changinghole， and weary journeys lie before me!'" (61) 

Scroogeの罪はまさlζ“tt!:界を見ない31:"だったわけである。乙の罪の克服は

narrativeのレベルの，語り手の制点にまで駈けあがる乙とによってもたら

されるといえる。
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[dJ読者が変わる

Chistmas Carotほど， 作品の実際的効果，つま り “効能"が強調される

作品もめずらしし、。 Thackerayは言う。

A Scotch philosopher， who nationally does not keep Christmas Day， 

on reading the book， sent out for a turkey， and asked two friends 

to dine this is a fact. Many men were known to sit dovvn after 

perusing it， and write off letters to their friends， not about business， 

but out of their fulness of heart， and to wish old acquaintances a 

happy Christmas. 

引用文中の “aScotch philosopher"は ThomasCarlyleである。むづかし

い顔をして，難解な警句を吐き，世に警鐘をうちつづけた哲学者が，乙のよ

うに子供のように単純な行為をなしえた乙とはほほえましい限りだが，同時

に，当時の社会におけるディケンズの絶大な影響力に思いをいたさざるをえ

なし'0
また ChristmasCarotは “PublicReading"においても人気ある レパー

トリーのひとつであったが， ディケンズが1867年にアメリカのボストンで

行なった “Reading" の効能にもすぐれたものがあった。 “alocal indus-

trialist was so moved by hearing this reading that， next day， he chang-

ed his firm's practice of working on Christmas Day， aずnextyear 
began the cusom of giving a turkey to every employee." Carlyleの変

化は一時的なものであったかも しれないが，乙の実業家にとって，Carotの

効能は長期にわたって持続するものとなりえたのであ るO

3 

Scroogeが語り手の視点に接近するという乙とは，別の観点からいうと，

語り手が Scroogeの視点にすべり込んでいく過程ともいえる。たしかに，

最初， 皮肉な距離をもって眺めていた語り手は最後になって， Scrooge ~ζ合

体して，おどりあがっているようにみえる。 しかし一方，“世界の変貌"を読

者に卜分に休験させるためには， 変化以前の世界の描写もある程度，Scrooge 

の心象風景を mimeticに写し出している乙とが望まれる。 乙の点はいかが
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であろうか。

Chestertonは前掲論文で次のように言う。

The beginning is about a winter day and a miser; yet the beginning 

is in no way bleak. The author starts with a kind of happy howl ; 

.; his style is festive and popular; he compares the snow and hail 

to philanthropists who “come down handsomely"; he compares the 

fog to unlimited beer. 

また“cold"と“fog"のリフレインも，余りに度をすぎてリズミカノレになっ

てしまえば，かえって愉快な印象をもたらす乙とになるだろう。有名な Bteak

Houseの冒頭部分を論じて Gissingは云う。

This darkness visible makes one rather cheerful than otherwise， for 

we are spectators in the company of a man who allows notliing to 

balk his enjoyment of life， and who can jest unaffectedly even in 

such circumstances. 

つまり， Stave 5で Scroogeとともに爆発するエネノレギーは， Stave 1にお

いて別な形で蓄積されていたわけである。エネノレギーの形態は変化しでも，

その絶対量は保存されなければならないのであるO 乙うした観点から Carot

を見る読者-は， Chestertonのように，逆説的な表現で自らの Carot観を述

べることになる。

次に物語そのものの論理を正確に調べてみよう。 Stave1で Marleyが

Scrooge ~ζ告げる予言は次のように要約できる一一 rScrooge が現在の生活

を改めなければ(つまり“変わら"なければ)Marleyのような死後の苦し

みを味わうことになる。そして“変わる"には三人の精霊に会わねばならな

い。」乙の予言の後半部分に対しでも Scroogeの選択権があると解してみよ

う。つまりScroogeは精霊に会ってもよいし，会わないですますこともでき

る〈但し後者の場合は，自動的に， Scroogeの死後の不幸につながる。〉こ

の切合 Scroogeがあえて Marleyのようになってもよいと思うなら，精霊

は登場しないはずであるO 逆にいうと，現実に物語の中で精霊が出現してい

るという事実は， Scroogeが変わるという選択をしたということを示す。と

ζ ろが物誌の教訓的意味の要請は， Scroogeのような極端な頑固者が心を改
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める，つまり，およそ改心しそうにない人聞が突然改心するという乙とであ

る。 乙乙lζ乙そ Stave1と Stave5の Scroogeの極端な対照が意味をも

っている。そして，変えうる限り，変わりそうにない最右翼は，変わろうと

さえ思わない人間であろう。 このような人間が， i変わろう」と思ったなら

その瞬間に，彼はすでに変わっているのである。ここに，パラドックスが生

ずる。何故なら， そもそも精霊の出現をひきお乙しているものは Scrooge

の改心への選択で、ある と， 上で述べた。 しかるに， Marieyは， iかわるに

は精霊と会わねばならない」 と予言しているのである。

また他方，精霊は Scroogeの選択いかんにかかわらず， 出現すると読む

乙ともできる。つまり過去現在未来の精霊の出現という未来は決定されてい

ると考えるのである。ところで，“予言"は本来，未来に関する決定論的な

assumption に依存しているものである。当然 Marleyは，三人の精霊の出

現を予言する。しかし，乙乙まで未来が決定しているな ら，その先，つまり

Scroogeが改心するという未来も決定していると考えるのは自然である。つ

まり， Scroogeの改心， その動機をなす精霊の出現，またそれを予言する

Marleyの出現，これらすべてがあらかじめ決定されていたということにな

る。すると Scroogeが自らの選択によって改心するというのは Scroogeの

ひとりよがりな錯覚にすぎず，決定論的な物語は何の教訓ももたらさない。

この物語において，“予言のパラドック ス"をまぬがれるには，正確に三人の

精霊の出現までが決定されているが， その先の未来は Scroogeの選択にゆ

だねられている，と考えるほかない。一一しかし，何とこれは怒意的な決定

論ではないか。 まるで神様が，否，作者が仕組んだ五幕の芝居のようではな

いか。最初から何どとも決定されていないと考えても同様であるoMarley 

及び三人の精霊は， Scrooge改心のドラマの動機を演じているにすぎなドの

である。

それでは Scrooge自身はどうであろうか。

悪人 Scrooge が善人 Scrooge ~ζ変わるという， sequence の意味は

Scroogeほどの悪人でも善人に変わりうるという“解釈"を産み出そう とす
• • • • • • • • • • • • • • • 

る。いわば， 乙の“解釈への圧力"が，いやが上にも Stave1の Scrooge

の悪人面を誇張することになろう。しかし，形式的制約から日常性を表現し

えない， このような短い物語では， この誇張が Scroogeを芝居がかった人

聞に見せてしまうのである。そう， まさに Scroogeは演技しているのであ
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るO とすると，悪人も善人も， Scroogeという同ーの俳優が演じているわけ

であり， ζ うなるともはや， 演ずる者自身の変化など問題とならず，読者

(観客)は，あたかもクリスマスの祝祭劇，ひとつの儀式を楽しむという乙

とになる。しかも， Scroogeはアドリブの実に多い役者であるO 自宅のドア

のロッカーが，故 Marleyの顔に変じていたからといって， ドアのうしろ

にその後頭部を想像し，“pig-tail"が出ているかどうか確かめるためにふり

かえってみる， といった人物が， 不愉快で依他地な人間でありえょうかo

Marleyの幽霊にしても， はずれたアゴをしばっているネッカチーフを解い

て，おもむろに本題にはいるなどというのは，全くもって滑稽な仕草以外の

何ものでもなく， それに恐慌する Scroogeはまさに恐怖に港、かれた男を演

じているにすぎないのではなかろうか。更にまた， Hamletの Ghostばり

の修辞を乙らした blankverseで喋る Marleyの Ghost~L 向って吐く

Scrooge不ヰ白はどうだろう。“Don'tbe flowery， Jacob! Pray!" (63) 

乙うして“演技者 Scrooge"の姿は“物語の Scrooge"と， まっ向から対

立しながら，同時に読者の意識の巾に存在するのであるO

4 

Christmas Carolが苦かれたのは1843年のこ とで，その年のクリスマス

に合わせて出版された。まさにディケンズ叔父さんの，読者へのクリスマス

プレゼントだったのであるO ところで当時ディケンズが20分冊として書きす

すめていたのは MartznChu，:tzlewitであるが，乙れはディケンズの小説，

少なくともその執筆に対する心構えにおいて，それ以前のものとは一線を画

す，重要な小説であった。すなわち MartinChuzzlewztにおいて，ディケ

ンズはそれまでのピカレスク小説風な，ノレーズな書き方を捨てて，小説全体

でひとつのテーマを追求するという方法をとりはじめたのである。そして興

味深い乙とに，後期作品群では主人公がやすらかの形で変化するという筋立て

がプロットの大枠をなしている。只体的にいうと，主人公が自分の生き方，

物のみかたの不可性に覚醒し， 自らを改めるという話が，ほとんどすべての

後期小説の endingを構成するO このように artへのな識が強くなると同時

に，テーマがおのずからのように作じてきたことは我々がよく行なう，“内

容"と“形式"の二分法がいかに怒ぷ的で妥当性のうすいものであるかを示

していよう。それはともかくとして，作品を個別にながめてみると，Martin 
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Chuzzlew'ltと Dombeyand Sonでは，主人公の心理の内側の援にまで這

入り込む乙とはまれで，しかも改心という行為自体がかなり機械的に行なわ

れているという印象をまぬかれないのに対して，Davzd Coρρerfzeldでは

主人公の認識的な次元の推移が endingを築きあげ，更に (BleakHouseは

例外的存在であるが)Little Dorritにおいて，以上二つのテーマに加えて，

主人公の自に映る同一物の意味が，変化の前と後で完全にちがってくる とい

う洞察を付加する乙とによって，心理的リ アリズムの頂点に達しているので

ある。 乙のように考えてくると，物語としての ChηstmasCarol には，こ

れらの方法，主題がすべて匪胎しているのであり，乙れ乙そ後期ディケンズ

の真の出発点であり，しかも集約点でもあるといえるのであるO

ところが一方，誇張された Scrooge像はどうであろうか。演技する Scrooge

を見る 乙とは，窮極的には，そこに演技するディケンズを読みとる乙とに等

しい。 乙うした視点は，殊に最近の critical idiom にはなじまないもので

はあるが，逆に，一般読者がディケンズを読むときの態度の根底をなしてい

ることは否定できない。ディケンズの大衆的人気は実に，乙の，物語に“ディケ

ンズを読む"という読み方ほえられてきたのであり，Ptckwzck Paρmz 

ディケンズの最高傑作とする評価は，この読み方の延長線上にあるだろうo

Robert GarisがThe Dz'ckens T heatreで試みたのは，乙うした読み方の復

権であり， 彼が特に後期小説のみを“再評価"の対象としたのは， ある意味

で乙うした読み方が，前期小説では当然すぎるものであるからにほかなら

ない。よって，“演技する Scrooge"は前期ディケンズの顕著なあらわれであ

るといえる。乙うして ChristmasCarol ~r は “plotting Dickens"とextra-

vagant Dickens"の二人が 同時に顔をのぞかせている という乙とになるの

である。

Christmas Carolはまさしく ，Edmund Wilsonとは別の意味で，二人

の Scrooge， つまり，二人のディケンズが， そしてひいては，二人の読者

が，戦ぎ合いながら均衡を保っている作品である。
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